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· 出席者は記録者が印を付ける。

· 出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）すること。

＜全体連絡＞

・六角堂祭の延期日程に変更があり、日時は4/25（水）13：00～13：30となる。
　青陽館からの参加者は、佐羽内裕亮様、稲垣ふき様、吉田富秋様。

・高圧洗浄機で浴槽や天井を清掃すると、素材が壊れる可能性があるため、それ以外の場所で使用するようにしてください。
・For秋冬号の写真を募集している為、素材がある方は馬場さんまで提出してください。

・新年度の人事異動は5/1を予定しているため、4/30までは現体制での勤務となります。

［提出物］

・疾患別診療計画書：4/7までにアップロードしてください。
・3月経過録：4/9（月）朝までにアップロードし、小嶋に報告してください。

＜利用者情報＞

デイケア

・鈴木　知子　様～今週、毎日デイケアに電話をかけていた件に関して「不安だった」と話している。田中一様への対処後は連絡はないと話しており、何かあればスタッフに相談するように伝えている。担当スタッフが変わることを伝えると、特定相談員も変わり、不安があると話している。不安を言語化出来ている為、適宜一緒に解決できる方法を探し、対処していく。
・猪石　和宏　様～SWより情報提供がある。退院の目途はたっていないが、退院後、日中の生活場所や利用できる社会資源の一つとしてデイケアの利用を考えているとのことで、4/11（水）13：45から見学予定。鷹架PSWが付き添う予定。
・木村　義重　様～6月～7月に青風荘に入居予定であり、それに伴い青陽館の見学を行っている。デイナイトケアの利用になるが、まずは慣れるためにデイケアの体験利用を始めるなど、本人のペースに合わせた方法で体験を勧めていく。
デイナイトケア
・倉石　ヨシエ様～青風荘から情報提供があり、排便がなく5日間経過している。青風荘では階段を使うことが出来ており、歩行のスムーズさも見受けられる。
・倉橋　生子　様～主治医との診察では、退院後に目の具合が良くない事や、排尿困難、下肢のつっぱりを訴えていたとのこと。泌尿器科を受診することを本人は希望していたが、経過観察となる。昼食後薬で減薬がある。
・山田　隆雄　様～義歯の不具合があり、治療の為次回は4/16（月）歯科受診の予定。
・鈴木　真知子様～昨日、治験で支払われるお金について青風荘スタッフに問い合わせていたと情報がある。お金がある場所についても尋ねており、青風荘にはないことを説明している。その後、次姉に電話していたが、外出については触れていなかったとのこと。

・岩城　敏夫　様～本日、昼食を下膳する際に転倒している。スタッフがその瞬間を見ていない為、本人に状況を尋ねると、弁当をプラスチックケースにしまう際にバランスを崩し、尻もちをついたとのこと。痛みはなく、臀部を確認すると、腫れや内出血、圧痛もないと話している。バイタルサインにも異常はない。
ナイトケア

・村上　元道　様～一昨日、疲労感や睡眠時間の不安定さについて話していたが昨日は少し落ち着いたと話している。仕事については、考えていた職場の花見の企画を職場のスタッフが何も言わずに決めたと話しており、「せっかく色々考えてたのに、職員が決めるならやらなくてもよかったじゃん」と不満げに話している。本人の訴えを傾聴し、努力を評価し、今回考えた様々なことを今後の仕事に活用していけるように無理せず頑張っていくよう伝えると「そうしてみる」と表情穏やかに返答している。
・前野　義勝　様～昨日久しぶりに来所しており、気温が低く「寒くて、風呂にはいらないばダメだと思って」と話している。最近の体調や生活状況について聞くと、腰痛は続いているがそれ以外の不調はなく、生活上問題は特にないと話している。先週末にスタッフに話していたうみねこ幸房利用終了後の予定について聞くと、現在まだ考え中と話している。
＜うみねこ幸房利用者様との面談結果＞
・中村　寿昭　様～今後はA型就労を目指していきたいと話している。うみねこ幸房スタッフからは、A型利用の準備が整うまでデイケア利用を勧められていたが、江刺家陽輝様との対人関係の問題で、デイケアは本当は利用したくないと話している。しかし、青山荘で毎日過ごすことは非現実的であり、体力面を保持するためにも週1回でもデイケアを利用するように助言をしている。今後、主治医と青明舎と決めていくと話しており、面談を再度設定予定。
・中村　与一郎様～週5回デイケアを利用する予定。昼食は自分で用意するとのこと。就労については一旦休みたいとのことで、自分のタイミングで就労に向かっていくことが出来るようにサポートをしていく。連休明けの5/7（月）から利用予定。祝日は休みを希望している。
・八木橋　牧雄様～週5回デイナイトケアを利用する予定。抗がん剤の治療があるため、その時は遅れてくるとのこと。青陽館で長い時間を過ごすこととなるが、飲酒しない生活を保ち、健康的な食生活を維持したいとのことで、自分で考え答えを出したと話している。4/30（月）からデイナイトケアへ移行予定。
・前野　義勝　様～話が二転三転することや話を適切に捉えることができないため、うみねこ幸房管理者立ち合いのもと面談を行っている。自己評価が非常に高く、就労出来る状態であると話しているが、うみねこ幸房スタッフより、仕事に来ても直ぐに帰ること、簡単な作業しか行えないこと、無断で休むことなど社会人としての基本的姿勢に欠けることを何度も指摘されている。就労したいと話しているが、年齢的にも能力的にも難しいことを何度も説明し、渋々納得している。ナイトケアにも通っていると話しているが、利用は半年に1回程であることを振り返っている。就労に進む為には実績を作る必要があることを説明すると納得し、今後は週4回（月・火・木・金）でデイケアを利用。入浴はゆっくりしたいとのことで、16時頃から利用予定とする。水曜日は整形外科へ通院日となる。姉様にも連絡し、話し合いの結果を伝えていく。
カンファレンスシート（　松倉　健一　様　）

実施日：H30年4月5日（木）13：30～14：00

　　　　　　　　　　　　　　　　　担当チーム：馬場

検討内容　目標・現状の確認

	氏名
	松倉　健一　様
	性別
	男
	年齢
	48
	生年月日
	S44.3.6

	主病名
	統合失調症(F20)
	合併症
	なし

	治療方針（医師の指示）
	安定した病状を維持し､地域生活を継続する。

	本人希望
	再発せずに、自宅での生活を継続する。

	家族希望
	安定した病状を維持し､落ち着いて生活することができる。

	入院歴
	計　3　回（最終：H30年1月23日～H30年2月17日）

	通所歴
	2回目　　※今回：H30.2.23～現在（週3回/月･水･金曜日）

	その他サービス利用
	なし

	住居：自宅


	家族構成





	利用制度
	障害基礎年金2級､自立支援医療費制度､精神障害者保健福祉手帳2級


【目標・治療計画（現在）】

	長期目標
	中期目標
	短期目標
	治療計画

	病状・生活のリズムを崩さず、自宅での生活を継続する。
	①内服を守り病状の安定を図る。
	①内服を守り、服薬状況を定期的に振り返る。
	①忘薬した場合は､医師やスタッフへ相談する。スタッフは､服薬状況を確認し､服薬が出来ていない際は原因を振り返る。来所時には薬の空包持参をし、スタッフに見せる。

	
	②無断欠席なく通所利用を継続出来る。
	②欠席する際には、予めスタッフに伝える。特別な用事がある時以外は、確実にデイケアに出席する。
	②スタッフは2週間分の予定を本人に確認する。出席予定日は確実に通所をする。


【検討内容】

	短期目標
	実施した結果・現状（達成度○○％）
	今後の対応

	①内服を守り、服薬状況を定期的に振り返る。
	達成度70％。服薬に関して本人に話を聞くと「飲んでいます」と答えており、空包の確認は訪問看護で行っているとのこと。母様に服薬状況について尋ねると「きちんと飲めているので安心しています」と話しており、事実との差異はない。こちらでも確認をしたい為、空包を持ってきて欲しいことを伝えると「わかりました」と答えているが、行動に変化はない。以前､通院を中断して病状が悪化し､入院を繰り返していた経緯もある為､今後も服薬状況､通院状況を確認していく必要性がある。
	入院の経緯として、通院を継続出来ず、服薬も出来なくなったことが原因となっている。現在、訪問看護にて空包の確認を行っている為、今後は訪問看護から服薬状況を確認する。服薬出来ていない場合は、デイケアにて服薬の必要性を説明した上で振り返りを行い、本人に服薬の必要性が理解出来るよう関わっていくこととする。一部文章を変え、計画継続。

	②欠席する際には、予めスタッフに伝える。特別な用事がある時以外は、確実にデイケアに出席する。
	達成度50％。現在、欠席することが減り、来所の継続を行うことが出来ている。以前は、八戸赤十字病院の通院予定日に関して訪ねると、日によって二転三転することや、通院を拒否することがあったが、現在はない。
	以前に比べ無断欠席はなくなってきている。通院継続は病状を安定させるには不可欠である為、受診予定日を本人に確認し、当日はご家族に通院しているかを確認していく必要がある。文章を一部変え目標を継続。


【目標・治療計画（再立案）】

	長期目標
	中期目標
	短期目標
	治療計画

	病状・生活のリズムを崩さず、自宅での生活を継続する。
	①内服を守り病状の安定を図る。
	①内服を守り、服薬状況を定期的に振り返り、服薬の必要性に気付く。
	①忘薬した場合は､医師やスタッフへ相談する。スタッフは､関係機関やご家族と服薬状況を確認し､服薬が出来ていない際は原因を振り返る。振り返りの際は、服薬の必要性について説明した上で対処法を一緒に考える。

	
	②無断欠席なく通所利用を継続出来る。
	②欠席する際には、予めスタッフに伝える。特別な用事がある時以外は、確実にデイケアに出席する。
	②スタッフは2週間分の予定を本人に確認する。通院予定日を本人に確認し、その後ご家族に事実確認をする。出席予定日は確実に通所をする。


· 自身の体重増加を気にする発言があったとの情報提供があった。今後本人と面談を実施し、減量についてどうしたいかの意向を確認、必要に応じ目標に組み込むこととしている。

· 現在自宅での生活となっており、今後両親が亡くなった際にどのように生活するかを考えていく必要がある。その為、今後ご家族と話し合いながら、対策を考えていくこととしている。

